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鶴見区区政会議 平成 30年度第２回全体会議事録（要旨） 

 

１ 日    時  平成 30年 12月６日（木） 19時 00分～21時 07分 

 

２ 場    所  鶴見区役所 ４階 403・404会議室 

 

３ 出 席 者  

  （委員） 

  久木議長、前川副議長、岡出委員、久貝委員、笹原委員、猿渡委員、柴田委員、 

  高田委員、田中（潔）委員、田中（泰）委員、中田委員、西村委員、伴委員、 

  藤井委員、宮本委員、山口委員、山田委員、吉江委員、米島委員 

 

  （市会議員） 

  大橋議員、福島議員 

 

  （区役所） 

  河村区長、野村副区長、安部総務課長、奥本政策推進担当課長、 

  中村教育担当課長、嶋原市民協働課長、谷上保健福祉課長、 

松井子育て支援・保健担当課長、貴志生活支援担当課長、浅田窓口サービス課長、 

阪東住民情報担当課長、大川教育担当課長代理、尾﨑市民協働課長代理 

 

４ 議    題 

  １ 平成 31年度鶴見区運営方針（素案）にかかる意見について 

  ２ その他 

 

５ 議    事 

  （１） 河村区長開会のあいさつ 

 

  （２） 定足数確認 

   ➢ 区政会議定足数は委員定数の２分の１で、現在、26名中 17名の出席により定

足数を満たしている。 

 

  （３） 議員紹介 

 

  （４） 第 2回各部会における主な意見の報告 

・地域保健福祉部会 



 

2 

 

・こども教育部会 

・防災・防犯部会 

 

  （５） 平成 31年度鶴見区運営方針（素案）の説明 

経営課題１【住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり（地域福祉）】 

           【住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり（健康づくり）】 

 

  （６） 委員からの意見・要望等 

 区社会福祉協議会に委託している地域福祉の事業については、成果報告だけ

ではなく課題の検証が必要であり、先ほどの説明で今後検討するとあったが

具体的な考えを教えてほしい。 

➢ つなげ隊と個々に話をし、地域の課題などを聞き取った中で計画を組ん

でいきたい。 

 地域包括支援センターのケア会議などで報告され、現場で非常に困っている

ことなどについて検討できないか。 

➢ 大阪市ではケア会議の個別のケース情報を集めて、共通課題を掘り起こ

す取組みとともに区社会福祉協議会に委託している生活支援コーディネ

ーターの情報も共有しながら進めていきたい。 

 

  （７） 平成 31年度鶴見区運営方針（素案）の説明 

経営課題２【子育てを応援するまちづくり】 

 

 （８） 委員からの意見・要望等 

 いろいろな子どもがいて、それぞれに対応できればいいと思う。 

 ステップファミリーになった時に啓発できる仕組みが必要である。 

➢ 親向けの冊子や子ども向けの冊子などを大阪市が作成しているが、本来

届かなければいけないところに届けることは難しい。 

 鶴見区の待機児児童の状況を教えてほしい。 

➢ 待機児童は 4月 1日で７人である。 

 

（９） 平成 31年度鶴見区運営方針（素案）の説明 

経営課題３【まなびを応援するまちづくり】 

 

 （１０） 委員からの意見・要望等 

 区民ギャラリーについて、図書館の展示スペースを使用することはできない

のか。 
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➢ 図書館の展示スペースは、図書館の所管になる。図書館に直接申込みをす

れば使用できると思うが、改めて確認する。 

 区役所 2階の区民ギャラリーを１階に移すことはできないのか。 

➢ 区庁舎 1階にスペースを確保することが難しいため、2階の区民ギャラリ 

ーへ誘導できる案内板の設置や広報に努めていきたい。 

 以前大阪市が実施していた高齢者俳句大会を鶴見区で復活させてはどうか。 

➢ 老人福祉センターなどとも情報共有しながら検討していく。 

 

（１１） 平成 31年度鶴見区運営方針（素案）の説明 

経営課題４【安全なまちづくり（防災）】 

     【安全なまちづくり（防犯）】 

 

 （１２） 委員からの意見・要望等 

 今年度発生した自然災害の対応等について検証し、改善につなげてほしい。 

➢ 現在、各地域に課題の照会をし、検証作業を進めているところであり、分

析結果は防災連絡会で示したい。また、大阪市でもワーキンググループを

作り課題整理等を行っている。 

 大阪市危機管理室に来てもらい地域で避難所開設運営訓練を実施した。参加

者が自らの事として考えられるようになったので継続して支援してもらいた

い。 

➢ 危機管理室主導のもと区役所防災担当が全面的に支援して実施されてい

る。未実施の地域にも継続的に支援したい。 

 防犯一斉行動について、年々地域の参加者が減少している。平成 30年度各地

域でどれくらいの参加者がいるのか。 

➢ 各地域とも参加者の減少が大きな課題となっている。町会長会議などで

呼びかけを行ってもらっているが、増減するような状況で推移している。 

 

（１３） 平成 31年度鶴見区運営方針（素案）の説明 

経営課題５【区民への必要な情報の発信】 

 

 （１４） 委員からの意見・要望等 

 広報つるみをもっと手にとって読んでもらうために、俳句・川柳など区民の投

稿や様々な大会で表彰された方など、まちの話題を載せてもらいたい。 

➢ 表彰された方の記事を掲載したこともある。また、毎月、赤ちゃんの写真

をコメント付きで載せており非常に好評である。 

 経営課題ごとに重点取組みを決めて、回覧板や全戸配布による広報をしては
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どうか。 

➢ 全戸配布している区広報紙で特集を組むなど最大限活用し広報に取り組

んでいく。 

 

  （１５） 大橋市会議員助言 

       福島市会議員助言 

 

  （１６） 河村区長閉会のあいさつ 

 

  （１７） 事務連絡 

     ➢ 区政会議第 3回全体会を 2月頃に開催 


